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らそれらの事業を再整理 ･類型化する｡その上で､この類型化をベースに ｢ツーリズム ･テ
ロワール｣概念を新たに導入し､それらアグリ･フー ドビジネスの展開 ･再編方向について














































工事業に関する ｢貯蔵型｣形態を特に ｢ワイン型｣形態と分類しておく｡また､後者の果実 ･












































































































































缶ジュース型 果実 .野菜-缶ジュース詰 弱い 不可能
果実 .野菜-コンフイチュー ル
二次原料型 馬鈴薯-澱粉甜菜 砂糖 やや強い 困難
小麦-小麦粉 .麺
晴好型 茶葉-莱タバコ →タバコ 強い 一部可能
酒米-酒















































小田滋晃･伊庭治彦･香川文庸:アグリ･フー ドビジネスとツー リズム･テロワー ル
｢ツIリズム｣評価度 高
｢ツーリズム｣評価度 低
























して考慮すべき理論的根拠として ｢スモール ･ワール ド｣論とそれをベースとした ｢シンク
ロ (同期)｣論を重要な柱とした ｢新ネットワーク｣論の導入を検討してみよう26)｡
｢新ネットワーク｣論における ｢スモール ･ワール ド｣論は､｢世間は狭い｣という現象の
理論的根拠を与えるものである｡｢世間は狭い｣という驚きを多くの人が経験するが､これ
は普段は意識しないが人々の近くに様々な形で存在する ｢スモール ･ワール ド｣現象が時た
ま当該個人にその姿を現して認識されることによる｡言い換えれば､｢世間は狭い｣という
事実は､普段認識されないだけで絶えず身近にある状態ともいえよう｡その意味で､｢スモー




















したがって､この ｢スモール ･ワール ド｣論と ｢シンクロ｣論を柱とした ｢新ネットワー
ク｣論の本稿における含意に関して､一つの側面を試案として簡単に概略すれば次のように
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それらの展開 ･再編方向を ｢ツーリズム ･テロワール｣概念を導入して整理した｡そして､
その上で ｢新ネットワーク｣論の中心概念となる ｢スモール ･ワール ド｣論に基づくなんら












3.当該地ワインが ｢ツーリズム ･テロワール｣概念でリンクした地域の様々なノー ド
と局所で内的 ･外的な ｢シンクロ｣現象のカスケー ドを誘発させる地域組織や事業
経営､マーケテイング等の仕組みの構築











3.これら地域でのカスケー ド的な ｢シンクロ｣現象をドミノ効果-高める ｢高度発芽
プロトコル｣を適用できる事業の多角化と全国展開-の助走



































































おける個別農家や個別生産経営の維持 ･発展というミクロ･サイ ドの問題から地域資源 (特




































































30)例えばフランス ･ブルゴーニュ地域やボル ドー 地域等の銘醸ワイン｡
31)ラングドック･ルシヨン地域の地ワインやわが国の地ワイン等｡








36)｢ハブ｣とは多くの ｢ノー ド｣と ｢リンク｣された影響力の極めて強い特定の ｢ノー ド｣を指す｡
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